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「
姫
路
県
か
ら
飾
磨
県
へ
」
「
飾
磨
県
か
ら
兵
廂
県
へ
」

▼
明
治
七
年
後
半
期
に
お
け
る
飾
磨
県
の
布
達

明
治
四
年
十
一
月
二
日
、
旧
喘
か
ら
移
行
し
た
明
石
県
以
下
九
県
を
姫
路
県
に
統
合
し
て
、

播
磨
一
円
を
管
轄
す
る
姫
路
県
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
成
立
七
日
目
に
し
て
同
月
九
日

県
名
が
飾
磨
県
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
て
改
称
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
「
兵
庫
県
史
料
」

に
は
、
県
名
改
称
の
義
大
蔵
省
へ
具
上
し
管
内
耳
目
を
一
新
致
し
と
あ
り
、
県
名
変
更
の
経
緯

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
後
、
姫
路
を
県
庁
と
す
る
飾
磨
県
は
、
明
治
九
年
八
月
二
十
一

日
に
兵
庫
県
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
四
年
九
カ
月
間
余
続
き
ま
し
た
。

こ
の
五
巻
目
に
収
め
ら
れ
て
い
る
明
治
七
年
後
半
期
に
は
、
飾
磨
県
権
令
の
森
岡
昌
純
が
、
公

喪
の
受
渡
し
が
公
正
・
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
民
費
受
払
規
則
・
施
行
細
則
と
二
『
一
種
の
帳

簿
の
雛
形
を
定
め
、
そ
れ
を
準
照
し
民
費
備
金
を
制
度
化
す
る
よ
う
指
令
し
て
い
ま
す
。

教
育
関
係
で
は
、
外
国
語
教
育
・
師
範
学
校
の
生
徒
募
集
で
各
地
の
指
導
者
育
成
が
急
が
れ

て
お
り
、
学
校
設
立
の
築
造
絵
図
面
や
運
営
で
の
小
学
課
業
表
・
文
部
省
蔵
版
翻
刻
許
可
省
目
・

文
部
省
蔵
版
書
籍
・
飾
磨
県
下
小
学
校
教
員
伝
習
所
規
則
・
小
学
課
業
の
級
卒
業
・
試
験
が
見

ら
れ
ま
す
。

社
会
治
安
に
は
、
犯
罪
者
の
追
捕
・
官
吏
犯
公
罪
条
例
を
は
じ
め
諸
規
則
の
設
定
・
改
正
・
施

行
に
尽
力
し
、
国
内
廻
漕
規
則
・
鉄
砲
取
締
規
則
罰
例
増
補
・
牛
馬
売
買
規
則
中
追
加
も
設
定

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
士
族
へ
の
経
済
問
題
で
は
、
家
禄
奉
還
に
伴
う
公
偵
の
盗
難
や
落
失
の
混

乱
が
続
き
ま
す
。

情
報
通
信
の
暮
開
け
と
し
て
、
国
内
で
は
日
本
帝
国
電
信
条
例
の
制
定
・
郵
便
取
扱
所
増
設
。

経
済
面
で
は
、
洋
銀
券
発
行
規
則
・
株
式
取
引
条
例
・
西
洋
形
権
衡
売
弘
・
各
地
方
報
時
鐘
鼓
が

促
さ
れ
ま
す
。
健
康
医
療
面
で
は
、
種
痘
規
則
の
設
置
・
脚
気
の
治
療
・
売
薬
・
薬
物
開
発
が
な
さ
れ
、

精
神
面
で
教
蝉
職
へ
の
統
制
化
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
飾
磨
県
役
人
が
何
処
出
身
で
あ
っ
た
の
か
も
興
味
の
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
、
年

代
別
に
官
員
録
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
付
録
と
し
て
い
ま
す
。

◆
各
巻
の
構
成
と
今
後
の
発
刊
計
画

第
一
巻
明
治
四
年
十
一
月
1
明
治
六
年
三
月

第
二
巻
明
治
六
年
三
月
1
七
月

第
三
巻
明
治
六
年
七
月
1
十
二
月

第
四
巻
明
治
七
年
一
月
1
十
月

第
五
巻
明
治
七
年
十
月
1
十
二
月

第
六
巻
明
治
八
年
（
上
）

第
七
巻
明
治
八
年
（
下
）

第
八
巻
明
治
九
年

〒
合
0
-
0
0
.
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